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【歯 科 講 話 :2/15(本 )】

江 ヶ崎 アル ファー I房
海 上 ア ル フ ァー エー房

希  望  塾
千葉県歯科医師会・浜田先生による歯科講話を行いました。
利用者さんに向けたむし歯、歯槽のう漏、歯の磨き方のご
指導。職員に向けた摂食と仕上げ磨きのご指導と、 3事業所
を周って丁寧にご指導いただきました。
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日時 :R6.2/16～ 2/28
場所 :飯 岡 ギ ャ ラ リー

【ふ れ あい館 】

海上アルファーエ房恒例の “ギャラリ
ー展 "を開催しました。
表現豊かな作品の一部をご覧下さい!!

千葉県TEACCHプ ログラム研究会実践発表

【出崎 裕副施設長 】
この度は、TEACC日の発表の機会を
与えて下さり、ありがとうございました。

現場の苦労をたくさんの方々と共有
できたことが良かったと思います。

【宮崎 義成発達障害児者支援
日々の支援を振り返り、ご本人や家族
のニーズに立ち戻り、思い切って改善策
を実践していく(チ ームでチャレンジし
ていく)、 そのプロセスの重要性を改め
て孝ばせていたださました。

】

【遠藤 直美支援員 】

Э回の発表を終えて、これアD｀らも一

人ひとりの特性や個性をしっア〕`りと見つ

めながら、その方にあった支援を行って

いけるように、日々職員間で話し合い、
そして者えながら取組んでいこうと思

いました。

日時:2月 17日 t土 , 場所 :千葉県教育会館

内容 :「霰庭・学校・施設の案践報告J

～ 海上アルファーエ房 :劉施設長 ～
利用者さんの年齢や成長に合わせて支
と思います。今回、対象となった事例は

援方法も が必要だ

、職員 3名で取組みも
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山崎副施設長 遠藤支援員

宮崎室長
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“海上アルファーエ房"

「楽し～い」
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“希 望 塾″
スーツ姿がきまってます !
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“江ケ崎アルファーエ房
″

お腹も心も大満足

俗和5年度あおそら行事の節めくくりとして合

同で“Z苦労きき公"を開催しました。

開催するにあたり、事業所の垣奪Rを越えた瞳員

どうしの八念な打ち合わせと準備に肌え、成田ア

ート′下、テ,し側のこ配慮等たくさんの方々のこ理

解◆乙協力をいただきました。

いつ七よりちよつとおめかしした利用者さんの

笑顔あ′了、れる余しい会になつたとことを

感謝の吉革とともにお伝えします。

銚子市児童発達支援
センターわかば

相談支援専門員 鈴木 梨花
(1月 1日 入職)

これまでは、障害児通園施設で保育士として働いていました。

その後は、相談員の資格を取得し、相談支援専門員として働いてい

ました。これまでの経験と、入職してからの3ヶ月の研修で得た知識

を活かして、4月 からは「わかば」相談員として頑張つていきたいと

思います。よろしくお願いいたします。

新任職員紹介


